
　
　
　
　
敬
語
接
尾
辞
と
し
て
の
「
御
」
の
成
立
と
展
開

注
◎
　
拙
稿
「
六
国
史
に
お
け
る
『
御
』
と
い
う
字
の
動
詞
用
法
に
つ
い
て
」
（
同
志

　
　
杜
国
文
学
・
１
４
）

　
◎
　
土
井
忠
生
訳
注
『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』
五
七
〇
頁

　
　
　
　
『
侃
文
韻
府
』
に
収
載
す
る
も
の
は
熟
語
・
成
句
雑
多
で
あ
り
、
難
解
た
も
の

　
　
が
多
い
た
め
、
一
々
原
典
に
あ
た
り
、
そ
の
注
釈
書
等
を
参
考
に
し
た
。
た
だ
一

　
　
々
の
用
例
を
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
、
同
一
用
例
で
も
注
釈
書
問
で
相
異
な
る
語

　
　
構
成
に
解
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
適
宜
判
断
し
た
が
誤
り
は
ま
ぬ
が

　
　
れ
ま
い
。

　
＠
　
こ
の
「
幸
御
」
と
ｏ
↓
の
中
の
「
幸
御
」
は
同
義
語
並
置
と
い
う
熟
語
構
成
は
同

　
　
じ
だ
が
、
意
味
に
お
い
て
は
「
寵
愛
す
る
」
と
「
往
来
」
と
で
あ
り
異
た
る
も
の

　
　
で
あ
る
。

　
◎
　
「
平
安
時
代
和
文
に
お
げ
る
漢
語
を
構
成
要
素
に
も
つ
語
彙
に
つ
い
て
」
（
東

　
　
洋
大
短
大
紀
要
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ハ
ツ
；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

　
◎
例
え
ぱ
、
「
遠
居
御
所
、
行
レ
政
不
レ
便
、
宜
レ
御
二
近
処
一
」
（
書
紀
．
後
．
３
１
．

　
　
↓
）
、
「
天
皇
脱
履
、
御
レ
閑
之
目
」
（
続
後
紀
・
胴
・
刊
）
、
「
擬
レ
還
二
五
條
宮
一
暫

　
　
御
二
大
臣
第
一
為
レ
避
レ
忌
也
」
（
三
代
実
録
・
２
５
・
刊
）
た
ど
。

　
＠
　
　
『
倭
訓
栗
』
に
「
た
ま
ふ
　
給
ノ
字
賜
ノ
字
た
ど
を
よ
め
り
。
（
中
略
）
今
は

　
　
貴
ふ
詞
と
た
れ
り
よ
て
、
御
ノ
字
を
よ
め
る
事
東
鑑
に
も
み
え
た
り
。
」
と
あ
り
、

　
　
『
同
』
増
補
語
林
に
は
「
た
ま
ふ
と
云
詞
に
三
句
の
品
あ
り
、
一
に
は
御
衣
を
た

　
　
ま
ふ
御
酒
を
た
ま
ふ
な
ど
二
云
は
賜
ノ
字
、
又
給
ノ
字
、
二
に
は
貴
人
の
事
を
い

　
　
ふ
に
、
見
た
ま
ふ
聞
き
た
ま
ふ
出
で
た
ま
ふ
た
ど
二
云
は
御
ノ
字
也
（
下
略
）
。
」

　
　
と
あ
る
。

　
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
も
の
で
主
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
六
国
史
・

　
四
鏡
・
『
百
錬
抄
』
『
吾
妻
鏡
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
普
及
版
の
あ
る
も
の
は
そ

　
れ
を
利
用
、
『
吾
妻
鏡
』
は
必
要
に
応
じ
て
寛
永
版
本
を
用
い
た
。
）
公
家
日
記
は
大

　
日
本
古
記
録
・
増
補
史
料
大
成
。

八
二
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